
Ⅰ

著者は，長年にわたり一貫して南アフリカ（以下，

南アと略す）の金鉱業に焦点をあてた研究をしてき

た。本書はその研究の集大成ともいえる力作で，著

者が発表した論文を読むことで南ア金鉱業史の理解

を深めてきた評者ら後進にとっては待望の一書でも

ある。

南ア経済は豊富な鉱物資源を基盤に発達してきた

ということは広く認識されている。�南アフリカは
１９００年代半ば以降現在にいたるまで世界最大の産金

国であ�り（１ページ），南アの社会経済史におけ
る金鉱業の存在は極めて大きい。２０世紀の南アを特

徴づけるアパルトヘイトの淵源も金鉱業と密接にか

かわっている。にもかかわらず，南ア金鉱業を通史

的にまとめた日本語書籍はこれまで発刊されてこな

かった。したがって本書はその空白部分を埋めると

いう意義をもつ。

本書の課題は，タイトルが示すとおり�ウィトワ
ータースラントでの金鉱発見から第二次世界大戦勃

発までの，約半世紀にわたる南ア金鉱業史を探求す

ることにある�（１ページ）。つまり，本書はトラン
スヴァール南部で金鉱脈が発見された１８８６年から１９３８

年ごろまでの約半世紀間における，現在の南アフリ

カ共和国にあたる地域の金鉱業を対象としている。

著者は南アの金鉱業史を研究対象とする意義を，�１
産金国としての世界経済における特異な地位，�２南
ア経済の産業化・資本主義化の主導産業，�３金鉱業

で確立され，アパルトヘイトの要となる人種差別的

権威主義的労働システムにあると指摘している。次

に著者は南ア金鉱業史を，第１期（１８８６年から第２

次世界大戦勃発まで），第２期（１９３９年から７０年ま

で），第３期（７１年以降今日まで）に分類している。

本書の対象時期を第１期に限定した理由について著

者は，この時期に経営形態，金融方式，開発・抽出

技術，アフリカ人労働者への抑圧的支配など，南ア

金鉱業の骨格と性格が確立されたことによると説明

している。著者は分析視角として，鉱業金融商会を

金鉱業資本の担い手として把握することと，金鉱業

と国家の関係について留意したことをあげており，

それが本書の特徴にもなっている。

さて，本書は１９８６年から２００２年までに順次発表さ

れた４論文を２部６章に再構成してまとめている。

本書の構成は以下のとおりである。第１章が本書の

総論的な役割を担い，第２章以降が各論的な位置づ

けとなっている。

はじめに──研究対象と分析視角──

第Ⅰ部 金鉱業の展開

第１章 金鉱山開発と鉱業金融商会

第２章 鉱業金融商会とグループ・システム

第３章 金鉱業と外国資本

第４章 ロスチャイルド，南ア金鉱業主と南ア

戦争

第Ⅱ部 金鉱業における人種差別的出稼ぎ労働シ

ステムの確立

第５章 アフリカ人低賃金出稼ぎ労働者モノプ

ソニーの模索と確立

第６章 白人労働者とジョッブ・カラーバー

あとがき

Ⅱ

第Ⅰ部は，鉱業金融商会を中心とする金鉱山開発

の展開を概観している。第１章では本書が対象とす

る１８８６年から第２次世界大戦勃発までの期間をさら

に４時期に細分化し，１節ずつあてている。各節の

見出しがその時期の金鉱山開発を端的に表している

ので紹介すると，第１節：露頭鉱山開発から深層鉱
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山開発への移行（１８８６～１８９９年），第２節：低品位

鉱業としての確立（１９０２～１９１０年），第３節：労働

過程再編成と Far East Rand金鉱地への重心移動

（１９１０～１９３２年），第４節：金本位制度崩壊による金

鉱業ブーム（１９３３～１９３８年）である。

ウィトワータースラント（以下，ラントと略する）

の金鉱脈は膨大かつ規則的に賦存していたが，極め

て低品位であった。この地質学的特徴が，資本集約

的であると同時に労働集約的というラント金鉱業の

性格に決定的な影響を及ぼしたと著者は指摘する。

つまり，一方では深層鉱山開発のためには精巧な大

型の機械・装置の設置を必要とし，巨額の資本をヨ

ーロッパから導入しなければならなかった。そこで

ダイヤモンド開発の成功で資本と技術を有するキン

バリーの大資本家たちは，持株会社の一種である鉱

業金融商会を組織した。鉱業金融商会は外国資本を

集める受け皿として機能するとともに，傘下鉱山各

社に対して発起・株式発行，金融，管理・支配を集

中的に行うグループ・システムを採用した。結局の

ところ，少数の鉱業金融商会がラントの金鉱業を支

配することになる。

他方で，ラント金鉱山は安価で大量の労働力を必

要とした。機械，装置，資材は輸入品であり，白人

労働者の賃金を引き下げることが困難であったため

に，コストの低下をアフリカ人労働者の賃金引下げ

に求めた。そこで安価で大量のアフリカ人労働力の

獲得を目指して，鉱山相互の協力や労働者の盗み合

いをもたらした。著者によれば，トランスヴァール

のクルーガー政権がアフリカ人労働者の創出と確保

を十分にできなかったことが，南アフリカ戦争を惹

き起こす主要な原因となったのである。

第２章では，南ア鉱業にみられる独特な経営方式

であるグループ・システムに焦点をあて，グループ・

システムを導入した動機や開発金融様式について考

察している。ラント・マインズ（Rand Mines）社

は１８９３年に南ア最初の鉱業金融商会として設立され

た。当時，深層鉱山の開発のために巨額の資本を必

要としたが，１８８９年の金鉱株ブーム崩壊後，ヨーロ

ッパの一般投資家は金鉱株を回避し，銀行家や金融

業者も鉱山投資の投機性を嫌っていた。そこで考案

されたのが，高収益と低リスクを約束する企業形態

である鉱業金融商会であった。つまり，生産鉱山会

社を単一の統制下におくことで低コストを実現し，

高収益をもたらすことができる。さらに複数の鉱山

会社の株式を支配することで個々の鉱山会社に対す

る投資に比べて危険を分散できる。著者は南ア金鉱

業におけるグループ・システムについて，�鉱業金
融商会が，金鉱地独占を基礎に生産コストを最小に

して利潤の極大化をはかる，資本と技術者の稀少な

南アフリカに適合的な経営方式であった�（１１２ペー
ジ）と結論づけている。

本章では，鉱業金融商会の資本蓄積様式を詳細に

分析している。それによると，１８９０年代には鉱山会

社の設立の際に取得した売主株の売却収益など株式

売却収益が全収益の圧倒的部分を占めていた。１９００

年以降第２次世界大戦までの時期では，証券売却収

益にもまして，金鉱山会社からの配当収益が商会収

益の中心となった。第２次世界大戦以降では，配当

収益とならんで手数料収益が中心的収益源になるの

である。

第３章では，ラントの金鉱業に投下された資本の

規模とそれらの資本の投資国について分析してい

る。１８８７年から１９３６年までの５０年間におけるラント

金鉱山に対する投資額２億５０００万ポンドのうち，営

業資本募集のための株式発行が５６％，売主発行と利

潤からの再投資がそれぞれ２０％前後，社債が４％を

占めたと推計されている。著者は，投資に関する諸

研究を検討した結果，１９００～１３年の期間においては

CGFSA社と JCI社の両鉱山グループではイギリス

資本による投資が圧倒的であったこと，コーナーハ

ウス鉱山グループではイギリス資本とならんでフラ

ンス資本もかなりの部分を占めていたこと，GM社

とゲルツ商会の両鉱山グループにおいてはドイツ資

本が大部分を握っていたことを指摘している。興

味深いのはセシル・ローズらによって設立された

CGFSA社が，南アフリカ戦争以降，株式の分散化

が進展するなかで大株主以外の人物によって取締役

が占められるようになり，１９１０年には�所有と経営
の分離�がほぼ完成したことである。
第１次世界大戦後には，ドイツ人所有の金鉱株が
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各当該会社によって買い戻されたり，ヨーロッパか

ら流入してきた大量の金鉱株が南ア人によって購入

されたりしたこと，さらには南ア登録のアングロ・

アメリカン（Anglo American）社やアングロヴァ

ール（Anglovaal）社といった鉱業金融商会が設立

されたことにより南ア資本の割合が増加した。ラン

ト金鉱山の株式合計のうち南ア資本が占める割合は

１９１４年の１４．５％から３５年には４０％強へと増加した。

第４章では，ロスチャイルドと南ア金鉱業主はど

のような関係にあったのか，南ア金鉱業に対するロ

スチャイルドの利害はどのようなものであったのか，

南アフリカ戦争はどうして惹き起こされたのかとい

った課題に対して，ロスチャイルドによる南ア金鉱

業支配を主張したホブソン（J. A. Hobson）から始

まる膨大な諸研究を整理している。先行研究に批判

的検討を加えた著者は，�ロスチャイルドなど金融
業者は，少なからぬ金鉱株を所有し，また，金鉱山

会社の発起にも携わったけれども，南ア金鉱業全体

の規模からすれば，マージナルなものであったと断

じざるをえない�（１７７ページ）と述べたうえで，ロ
スチャイルドが南ア新産金の精錬と販売の面におい

て力をもっていたことを指摘している。さらに南ア

フリカ戦争との関係については，�ロスチャイルド
には南ア戦争を支持する十分な理由があり，かつ，

金融における彼の地位からしてイギリスの対南アフ

リカ政策にも大きな影響を及ぼしえた�（２０９ページ）
と結論している。

第Ⅱ部では，アフリカ人労働者に対する金鉱業主

と国家の労働政策の展開に焦点をあてている。第５

章は，アフリカ人労働者確保のための，鉱業金融商

会間の協力と対立，および金鉱業主の国家労働政策

への依存を検討しながら，アフリカ労働者モノプソ

ニー（買手独占）の確立過程を説明している。鉱山

開発は大量のアフリカ人労働者を必要としたが，ア

フリカ人労働力需要は供給を上回ることが常であっ

た。したがって，アフリカ人労働者獲得をめぐって

鉱業金融商会間，鉱山間，募集員間の競争は激化し

ていく。そこで金鉱業主は，一方で相互に協力して

賃金の引下げを実施するとともに，募集の一元化を

はかりながらモザンビークでの労働者のリクルート

活動を活発化させていった。さらに他方では，金鉱

業主は政府を動かしてアフリカ人労働者の創出と移

動規制を実施したのである。トランスヴァール議会

は１８９５年に�特別パス法�を通過させ，アフリカ人
が�労働地区�に入る際にはパスの携帯を義務づけ
た。金鉱業主間の一元的募集体制がようやく確立す

るのは１９２０年になってからのことである。

南アフリカ戦争終結後にイギリス総督ミルナー

（A. Milner）は，中国人年季労働者の導入に踏み切

った。１９０５年から１９０７年にかけては，中国人労働者

が非白人労働者に占める割合は３０％を超えた。白人

労働者の憂慮を取り除くため，熟練労働からアジア

人労働者を排除する制限が規定された。中国人労働

者の�輸入�は数年で取りやめることになるのだが，
これら中国人労働者に対する職種制限が，後に南ア

における�永久的な�人種差別的賃金ならびにジョ
ッブ・カラーバー（人種的職種差別）の確立に貢献

し，アフリカ人労働者の職種移動に不利に作用する

ことになる。

最後の第６章では，南ア金鉱業におけるジョッブ・

カラーバーの形成過程をまとめている。南ア金鉱業

は開発当初から高度な熟練労働と大量の不熟練労働

を必要とした。開発当初，技術力の格差から熟練労

働は白人が行い，不熟練労働はアフリカ人が担った。

その後，白人労働者の�脱技能化�とアフリカ人労
働者の熟練度の向上がみられたにもかかわらず，多

くの白人労働者は法的および慣習的ジョッブ・カラ

ーバーに依存して自己の地位を守るようになってい

った。さらに南アフリカ連邦成立直後に制定された

鉱山・仕事法（１９１１年）のもとに公布された鉱業規

制において，以前から実施されてきたジョッブ・カ

ラーバーが継続された。１９２４年の総選挙によって，

金鉱業主が支持した南アフリカ党が敗れ，新たに成

立した国民党と労働党の連立政権は鉱山・仕事修正

法（２６年）のもと，７０年代まで存続する人種差別的

出稼ぎ労働システムを確立させたのである。

Ⅲ

本書は，金鉱業史を通じて南ア経済の発展過程を
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説明している。また，これまで政治的な動機が強調

されることが多かったアパルトヘイトの形成につい

て，経済的動機に焦点をあてている。人種差別的労

働システムの確立と金鉱業の関係も詳述されており

南ア労働政策史としても読みごたえがある。

本書の意義をもう少し細かくみていこう。まず，

従来の研究においては触れられることが少なかった

ウェルナー・バイト（Wernher, Beit & Co．），エ

ックシュタイン（H. Eckstein & Co．）両商会から

のラント・マインズ社への資産譲渡について明らか

にしている（５３ページ）。次に，第２章では鉱業金

融商会による資本蓄積様式について分析しているが，

金鉱業の発展を収益構造の変化から読み取れ，示唆

に富む分析となっている。とくに傘下鉱山からの手

数料収入が増加した要因として，著者が�傘下巨大
鉱山数の増加と１９０８年の金法（gold law）の改定に

よって導入された採鉱権貸与制並びに１９３６年の税率

改訂にあった�（１０９ページ）としている点は鋭い。
さらに，２０世紀初頭に導入された中国人年季労働者

への職種制限が，後のジョッブ・カラーバーへと

�悪用�されていく点は興味深い。
しかしながら，評者にとって不満が残る箇所も若

干ある。第１に，資料紹介にいささか偏ってしまっ

ている点である。とくに第５章と第６章では，数ペ

ージにわたってひとつの文献に記述の大半を負う箇

所が目立つ。しかもその文献への批判的検証がなさ

れていない。資料の制約があるにせよ，その文献の

位置づけをしたり，著者なりの見解を示したりする

ことができたのではないだろうか。

第２に，少々難解な専門用語が説明なしに登場す

る場面がある。例えば，アマルガム法（２２ページ），

機能会社（６８ページ），アッシュクロフト法（１６７ペ

ージ），労働輸入協会（２２８ページ），ゴールデン・

ブランケット法（３０４ページ）など。�金鉱業史�と
いうこともあり専門的な記述が多くなるのはやむを

えないとしても，脚注で解説を加えると一般読者向

けに親切な記述になったかと思う。

第３に，鉱業と製造業の関係についての記述が欲

しかった。著者は�はじめに�で金鉱業が南ア産業
化の�牽引者�であることを強調し，�外貨の稼ぎ

手�として製造業の発展に必要な機械や技術の輸入
を可能にしたことや農業と製造業に�市場�を提供
したことを述べているが，本文には鉱業と製造業の

関係を示す記述はほとんどない。本書の対象範囲で

ある１９３０年代は南ア経済史において一大転換点だと

いわれる。製造業が急成長を達成し，１９４３年からは

GDPでは製造業が鉱業を抜いている。この時期，

鉱業から派生した鉄鋼業が確立し，南ア製造業の基

盤となった。南アの工業化にとっては鉱業と製造業

の関係を明らかにすることが重要である。

第４に，同書の対象時期は１８８６年から１９３８年まで

であるが，記述が前半部分に偏りがちになっており

南ア金鉱業の�通史�を目指した著者の試みが十分
に達成されたとはいえない。例えば，１９１７年に設立

され，３０年代には南ア最大の鉱業金融商会へと成長

するアングロ・アメリカン社の形成・成長過程に関

する記述が他の鉱業金融商会と比べても少ない。広

く知られているように同社は南ア経済を象徴する存

在にまで成長していく。第３章で，金鉱業と外国資

本との関係について説明しているが，�資本の南ア
化�について明らかにすることは，南ア経済史や金
鉱業史にとって意義があるように思える。

もっとも，評者の第３と第４の指摘は，本書の続

編に期待する方が賢明であるだろう。なぜなら，著

者はすでに文献リストに掲げているような論文を所

属大学の研究紀要に発表しているからである。なお，

著者が参考文献にあげなかったもので比較的近年

に発刊されたものを紹介する。まず，鉱山会議所

（Chamber of Mines）の歴史については Lang（１９８６）

が詳しい。また，GM（後の Gencor）社の社史と

しては Jones（１９９５）が，CGFSA社の社史として

は Johnson（１９８７）がある。南アフリカ戦争と金鉱

業主との関係については竹内（２００３）が２つの章を

さいて検討している。

以上のように若干のコメントを述べてきたが，い

ずれも些細で本書の意義を揺るがすものではないと

思われる。南ア社会経済史の理解を深めるうえでも

本書が幅広く読まれることを望む。
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文献リスト

〈日本語文献〉

佐伯尤１９９０．�南アフリカにおける新金鉱地の発見と鉱

業金融商会――１９３０年代～６０年代――�（１），（２），

（３）�経済系�第１６２集（１月），第１６４集（７月），

第１６５集（１０月）．

───１９９４―９７．�南ア鉱業金融商会の再編成――１９４０

年～１９７５年――�（１），（２），（３），（４），（５）�経済

系�第１８０集（１９９４年７月），第１８１集（１９９４年１０月），

第１８２集（１９９５年１月），第１９０集（１９９７年１月），第

１９２集（１９９７年７月）．

───１９９４―９９．�南ア金鉱業の新展開――１９３０～７０年

――�（１），（２），（３）�経済系�第１７８集（１９９４年１

月），第１９３集（１９９７年１０月），第１９８集（１９９９年１月）．

竹内幸雄２００３．�自由貿易主義と大英帝国――アフリカ

分割の政治経済学――�新評論．

〈英語文献〉

Johnson, Paul 1987. Consolidated Gold Fields: A Centenary

Portrait. London: GeorgeWeidenfeld &Nicolson Lim-

ited.

Jones, JDF. 1995. Through Fortress and Rock: The Story of

Gencor 1895–1995. Johannesburg: Jonathan Ball Pub-

lishers.

Lang, John 1986. Bullion Johannesburg: Men, Mines and the

Challenge of Conflict. Johannesburg: Jonathan Ball

Publishers.

（創価大学通信教育部助教授）
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